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O.1 Hzの白質テスト刺激に対する電位を記録後， 5Hzで30秒一 1 分間高頻度刺激を行なうとその後集合電
位の後シナプス成分の振幅が23例中12例で有意に増大し(平均値士標準偏差， 147.8 士 28.4 ~ぢ) .かっ20
分以上持続するという集合電位の長期増強が観察された。謹流液中に NMDA 受容体の特異的措抗薬であ
る 2-amino一5-phosphonovaleric acid (APV) を25μMの濃度で投与すると，長期増強は12例
のうち 1 例を除いてまったく出現しなくなった。
皮質 rr/m層ニューロンより細胞内記録を行なった12例では，高頻度刺激後 8 例で興奮性後シナプス
電位 (EPSP) の振幅が20分以上有意に増大した。しかし APV存在下では EPSP の長期増強は 1
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例を除く他の11例でまったく出現しなかった。一方， EPSP に NMDA 受容体が関与しているかど、うか
を調べるため APV の投与や濯流液からのMg2+ 除去及び膜電位の変更によって EPSP波形がどの様に
変化するかを分析した。その結果， EPSP の特に後期に NMDA 受容体を介する成分が含まれている乙
とが判明した。
〔総括〕
皮質視覚野 II/m 層ニューロンの白質電気刺激に対する集合電位， EPSP いずれの記録において
も白質の高頻度刺激後大多数の例で長期増強が誘発された。またこの長期増強の出現は APV投与により
抑制されたことから NMDA 受容体は長期増強の形成に重要な役割を果たしているものと考えられる。ま
た，皮質視覚野 II/困層ニューロンの興奮伝達には他の型のグルタミン酸受容体に加えて NMDA 受容







1 分間高頻度刺激を与えるとその後 II/ 皿層ニューロンの興奮性後シナプス電位 (EPSP) は12例中
8 例で有意に振幅が増大し，かつ20分以上持続するという長期増強が観察された。謹流液中に NMDA 受
容体の特異的措抗薬である 2-amino-5-phosphonovaleric acid (APV) を50μMの濃度で投与
すると，長期増強は一例を除いてまったく出現しなくなった。以上より，幼若脳皮質視覚野において長期
増強が誘発される乙と，及びこの長期増強の出現にNMDA 受容体が重要な役割を果たしていることが明
かとなった。乙の結果は，シナプス可塑性のメカニズム解明につながる新知見であり学位に値するものと
考えられる。
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